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富士市の取組「校長・園長懇談会」

　赤塚めぐみ氏（常葉大学保育学部准教授）を講師とした「Springプロジェクト」
研修では、「幼児期のことばあそびが小学校以降の学びの土台となることが理解で
きた。『あそびプログラム』を園でも取り入れ無理なく育ちを促していきたい。」
等の感想が寄せられるなど、言葉の重要性を改めて感じる機会となりました。
　本プログラムは幼児期はもちろん、小学校入学初期や通級指導教室等の指導にも
参考となる内容です。Springプロジェクトの冊子等は「静岡県幼児教育センター」
のホームページに掲載しておりますので、ぜひご覧ください。

　市内の全ての中学校区（15校区）で実施されている「校長・園長懇談会」。幼稚園・保育園・認定

こども園55園と小学校26校が協力し、地域全体で子どもたちの学びの連続性の確保を図っています。  
　吉原北中学校区の事例紹介 

　当校区は、園から高校まで一堂に会する機会を年３回設定し、多機関連携をしている大変珍しい
地区です。４つの幼稚園・保育園・認定こども園、３つの小学校、中学校・高校・特別支援学校の
分校が各１校の全10機関が連携しています。懇談会場は持ち回りとなっており、施設内の紹介や教
育活動の参観も含め、近況を報告したり、喫緊の課題を話し合ったりと情報を共有しています。 

　顔が見える関係から広がる対話の輪 
　定期的な会の開催により、共通の合言葉での防犯対策、不登
校に関する情報交換、入学時の引継ぎなどの議論が活発になさ
れ、小１・中１ギャップの解消にもつながっています。 
　参加者の先生からは「年々、この会だから本音で話せるよう
になってきている」「近隣の学校園と知り合いになることで
問題解決の糸口にもなる」との声があります。また、園から
高校までの園児児童生徒の交流も盛んになっています。 

  富士市の架け橋プログラムについて 
　富士市では「遊びという根っこが生涯にわたって学びを支える。」と考え、 
園、学校、地域、自治体等がつながり、子どもたちを支える連携を進めています。 
富士市架け橋プログラムの二次元バーコードはこちらです。 

　鈴木英司氏（日本美術教育学会静岡支部顧問）を講師とした造形遊び研修では、こどもの作品を用いた演
習を行いました。参加者からは、「講義では、乳幼児期の造形感覚の発達について詳しく学べ、どうして
隅っこに描くのか、どうして大きく描かないのかといった疑問が解決できた。絵を見る視点が広がった。」
　　　　　　　　　「園の先生との演習では、年齢に関わらず身近な大人の言葉掛けの重要性を改めて感じ
　　　　　　　　　　た。（中学校教員）」等の感想が寄せられ、実践に役立つ貴重な学びとなりました。

裏面に、「あそびプログラム」
の一例が載っています！

「魚を描けないから先生描いて。」と言ってくるこどもへの対応は？

「魚探しをしてみたら？木の葉でも魚になるよ。見立てる力も大切なのでは？」

希望研修でも幼保小接続
の学びが広がっています。

　各市町で工夫を凝らした研修会や連絡会が展開され、幼保小の円滑な接続に向けた取組が広がっています。　
　今回は、独自の「架け橋プログラム」を作成して地域全体でこどもの学びと育ちを支える富士市より、市
全体及び中学校区での実践を紹介していただきました。




